
　

高
学
年
に
お
け
る
書
写
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
文

字
群
（
文
字
の
集
ま
り
）
の
指
導
で
あ
る
。
用
紙
全

体
や
書
く
目
的
と
の
関
係
か
ら
書
き
方
を
判
断
す
る

と
い
っ
た
実
践
的
な
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
。
文

字
群
の
指
導
で
は
、「
書
く
こ
と
」
の
学
習
、
例
え

ば
、「
記
録
す
る
文
章
、
報
告
す
る
文
章
、
説
明
す
る

文
章
、
手
紙
、
学
級
新
聞
」
な
ど
と
関
連
づ
け
て
学

習
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
く
。

　
『
小
学
生
の
書
写
』
で
は
、「
全
体
を
読
み
や
す
く

書
こ
う
」「
用
紙
に
応
じ
て
書
こ
う
」「
速
さ
を
考
え

な
が
ら
書
こ
う
」「
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
筆
記
用
具
と

書
き
方
」
そ
れ
ぞ
れ
で
基
礎
技
能
を
習
得
し
、
さ
ら

に
「
学
習
の
ま
と
め
」
で
実
践
的
な
力
を
具
体
的
に

活
用
で
き
る
場
面
を
多
く
設
定
し
て
い
る
。

　
目
を
使
う

　

五
年
生
の
文
字
群
の
指
導
で
は
、
全
体
を
読
み
や

す
く
書
く
た
め
の
、「
け
い
線
と
文
字
の
大
き
さ
」「
行

の
中
心
と
行
間
」
に
つ
い
て
、
縦
書
き
横
書
き
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
習
熟
す
る
と
と
も
に
、
全
体
を
見
る

「
目
」
の
視
点
を
加
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、具
体
的
に

手
紙
の
封
筒
や
便
箋
、
原
稿
用
紙
、
学
級
日
記
等
の

用
紙
を
示
し
、
書
式
に
則
っ
て
学
習
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
速
さ
を
考
え
る

　

六
年
生
の
文
字
群
の
指
導
は
、
従
来
の
字
配
り
の

学
習
に
と
ど
ま
ら
ず
、
運
動
面
に
お
い
て
特
に
「
速

さ
を
考
え
な
が
ら
」
書
く
こ
と
の
学
習
に
重
点
を
置

い
て
い
る
。
点
画
ご
と
の
穂
先
の
動
き
に
加
え
、
点

画
か
ら
点
画
へ
、
さ
ら
に
文
字
か
ら
文
字
へ
と
移
動

し
て
い
く
過
程
に
重
点
を
お
く
と
、「
穂
先
の
動
き
」

と
「
点
画
の
つ
な
が
り
」
は
一
体
化
し
た
指
導
に
な

っ
て
い
く
。
高
学
年
で
、
硬
筆
に
比
較
的
近
い
小
筆

で
の
活
動
を
多
用
し
て
い
る
の
も『
小
学
生
の
書
写
』

の
特
色
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。「
場
面
に
ふ
さ
わ
し

い
書
く
速
さ
」「
筆
順
と
点
画
の
つ
な
が
り
」「
つ
な

が
り
と
書
く
速
さ
」「
書
く
速
さ
と
読
み
や
す
さ
」
の

よ
う
に
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　
生
活
に
生
か
す

　
「
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
筆
記
用
具
と
書
き
方
」
で

は
、
場
面
や
目
的
を
も
と
に
、
用
紙
（
便
箋
・
白
紙
・

模
造
紙
な
ど
）
と
筆
記
具
（
鉛
筆
、フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
、

毛
筆
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
筆
ペ
ン
な
ど
）
の
組
み
合
わ

せ
を
選
択
す
る
実
践
的
な
学
習
に
な
る
。筆
記
具
は
、

形
、
書
く
部
分
の
材
質
や
形
状
、
色
な
ど
に
違
い
が

あ
る
。
こ
こ
で
も
身
近
な
学
校
生
活
を
想
定
し
た
課

題
設
定
と
な
っ
て
お
り
、
書
写
の
時
間
に
身
に
つ
け

た
力
は
す
ぐ
に
生
か
さ
れ
て
い
く
は
ず
だ
。

文
字
群
の
指
導
と
運
用
能
力
の
育
成

●
安
田
女
子
大
学  

谷
口
邦
彦

たにぐち　くにひこ  
安田女子大学文学部准
教授。書写の学習は系
統的に基本を積み上げ
ていくことによって，
誰でも身につけること
ができると思います。

６
年「
ポ
ス
タ
ー
を
書
こ
う
」
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